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グローバルな教養教育に徹して、

世界で自在に活躍できる人材育成を。
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今までにないい｜際系の）＼.，.＇！：が、

秋111 v.�の念願によって誕生

l 980'.l:ftのバブルJUIに、外11<1の人；午の11,j>;

校が各地にIJfl校し、ここ秋山県雄和tiffにも、

1990イ，，から2003｛ドまでミネソタ州、7：大乍機構

秋川校がありました。しかし、バブルliii I災後の

ヂ｝；（以や、11,j>;のii; 'flt Fでは太子．と必Jとされ

なかったこともあって、学＇＇＇·が�まらなくなり統

’F＼·�lでl�J校しました。JJ;! 11 ,<fi: i11i：ぅ（i/itのII民！とを

持つ秋111 v.�は、以r: i.＿：が一体となって1�1際化

を進めており、 この場所にもう一度、新たに｜正｜際

系のJにやを つくりたいと膨lっていました 2000

＂＂に大学fill』立に協）Jしてほしいという依頼が

ありましたが、、1111.�の私は、少r化Hれtにこれ

以1:.11-1正に大学を1(1やす必�はないとJ5・えて

いましたし、現イ1：の太子：のあり）jにも疑問を持っ

ていましたcですから、「従米のi l本にはない

本 、＇Iにグローパル・スタンダードの大学をつく

る」というならお下（J.；いしましようとqiし 1·.げまし

た。その／,J:jl1Jが受け入れられて「Ii<! I�·�系大学

（似布1;) 1111』泣i\11:11HJ安H会」が発足し、在、が安H

1�になりました そして2004年4JJに、「 大学を

:ff[，没するなら、•jj＼·，；�や作rnに｜刈われずに思い

切ったデザインを姉けるようにJと令｜正lで一需

ii.�.Jリjに公心；の大マ：を法人化して、「公ι大学

i.t人1�1際教d路大＇°j!：」が必＇I：したのです

111：持に辿川する外l f.j ,jff教育への使命感が、

大学づくりの似点

ね、は、 今の人； 乙l： の』E’Mf¥H t には）.：.きなlllJ�ri 
があると.＇よ，＿，，、ます。』定.mできちんとイI: 'l�をするに

lまTOEFV·カ｛600.'.. 

述した千. �花，，ミはよ応.mを＇｛：んだ50～60/i人•I•の

1000人ほどしかいません。そのあたりを似本的

に変えていかなければ良い人材育成ができな

いのではという危機感と使命感を持っていま

す。 そのような危機感と使命感に後押しされて

l正｜際教必大 学はスタートしました。その与－えが

字いにして大学進ワ：をlI J行す受験＇I＇.にも.fll\f�干

され、多くの入学希明.ri·が米てくれたのです。

.m学)Jは、コミュニケーションのツールとして

屯裂です。本学では、令ての授業が.！／f,ilfで行

われるため、入学後の，，，＿，，，，～1"I'- HUに!Ii: 話集

中プログラム（EAP）でJi:�tt )Jを徹成してJffきま

す さらに、将米必要となる民文化.Pl＼併とコミュ

ニケーションのために、「いi• ,]ff 主義」といって、

l手話 、｜民｜際，iffの英析、プラスもう aつの外I�1訴

の予：刊を�m�足しています。ひとつのE j•,!tfを学ぶ

ことは「ひとつの｜止泌が広がる」ことです。より多

くのヲ：＇I：たちがその111：泌を体験し、そのがびが

人生にとってすばらしいことだと公つ・けば、人＇＇＇·

は21行も3mもi{iきてきますよ

キャンパスライフでは、外1�1のWI宇佐とともにI

イl'l:Uの資生活をしてもらいます集l·ll'I＇.訴を嫌う

現代の）＇ili•に、人と人の｜則係つ．くりやi耳文化｛本
験をしてほしいのでJ妥Jガ化しました ｜別J戸、＇I初カ、

らWI学生を4主�し、fo;"{: JUJ l 00人以l：のWI'

がJ戸んでいます。9JJ人マ：が 11f能なグローパル・ス

タンダードのセメスタ－lUIJを探JIJし、Wl'?'I�が＊

やすいようにしています。、＇Iキャンパスでは民文

化とのII',会いはII’ii＼•的で、｜則係がうまくいく場合

も、ときにはi較桜が＇I＇.じる場介もありますが、そうし

た経験が典文化Jll\Wf.に位、〉：つのです

円・TOEドLCトー71レ｝．’l'c;t of En日li>h a> a Foreign Language 
の－.＇！ � .. �をl幻告としない人々の英，(i)Jを測るテスト
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秋Ill杉のf�に閉まれメタセコイアの大本がそひ’えるキャンパスでは、Pt＇／れたl I 

はJ i外での綬A'iも多く、学生のアイデアを引き出すきっかけにもなっている。

教必教育の＂I核は、

主l!I’｜の授業内科や教育態勢

やはり、大学で一帯大切なものはカリキュラムです。徹底し

て教主主教育（リベラルアーツ）を屯視しています。教必教ffは、

学生がr�c発見のために！よく深い学問的素養をつけるうえ

で、if（�だと考えるからです。しかし現代の日本では、多くの大

学の学部で数必教育が軽税され、学部教育ーが空洞化してい

ます。本主主ーの己主：郎教育を取りJA:すためにも、教必教育を光�

させなければなりません。本学の授業科｜｜は、人文社会 系か

ら.flll 系までIp／，＼広く、人LI "f:・や紛争予防外交論など将＊の.fl:

会に必�な俊J長ー宇1·11も揃えています。カリキュラムのiJftれは、

EAP終j’後、2イj'.次にJ主総数ffを申l1il.よく学ぶことで様々な悦

.＇.＇.�を縫い、3{!C:～4年次に�1i-1"1教ffとWI学で白らのW-1”lを凡

111して知織を深めるというかたちが様v私的です。インターナショ

ナル・コードをカリキュラムlこf‘tけていますから、外国からのWI

'?'I：は作｜際教美大学のホームページで、どんな授業が受けら

れるかが分かります。

またヴ：＇tには、1 {jミ1111の海外i古学を義務づけています。本

来Iii.（伝は124 'ii位ですが、そのうちの114分のーを海外で取る

必泌があり、これはかなり厳しいことです。併学は、TOEFLの

550ぷをクリアすることが条件ですから、学生たちは一生懸命

勉強します。課題もたくさんIiiますから、いつでも勉強できるよう

に、｜立1M!fiとコンピュータ宅は2411寺lllJ3651llJHくようにしました

＂／ソl：一人ひとりをサポートするために、少人数授業、アカデミッ

ク・アドパイジング・システム、学��1 i主成センタ一、キャリアIJIJ先

制なと’の態勢をつくって臨んでいます。アカデミック・アドパイジ

ング・システムは、全ての教uがH5tの，，�従を持ち、生前から勉

�!ii・進路まで全ての相談を受けるという制度です。教uは＂1°i俗

世IJで、�uで知議をシェアしたり、数日！11J I：のJ受栄丸γ'l：やマ：

'I：の，if価などがl !'ii＼•的に行われ、一般の緊仮感がありますむ

I l燃は就牒ではなく、

k'r：で体験しょi�：われる人lllJ )J 

本業J，�iV＼がiiix将？なので今年も50パーセントの卒業市です

が、OECD 祁I正｜納では将;u}ですし、iJとして恕いことではありま

せん。WI"?

し、うことは、スケジュール的に大変なことです。大学生f,1；を光�

させるためには、多少小：；繋が�れでもかまわないと思っていま

す 現在は、卒業するまで企業がf:'i＇ってくれるようになりました

から、う：：：11：.も就股を公にしないでゆったり大学生活を送れるよう
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になりました。学生たちは、WI学で数々の体験をして価値lが

多機になり人間的にも成長します。だから悦学後でも進路そ'Pl.

えることができるような柔軟t'I:：を、カリキュラムに持たせました↓
ザ：＇I�の就職内定率100%が控の1l1'i姐になっていますが！ そ

れは主たる目標ではありません。大学生前の成糸としての�

jたが、ひとつの大事な日様であり1tt十おとなります。勉学に打ち

込んで災文化体験を重ね、そこで似たコミュニケーション）jゃ

れ 分の立見を 言 える積削が、 合 業に 認 められたので？ 。

「 実 にいい学生を採mできたから、これからもよろしくJ と合 業

から日われると、学長として�1：’品川こうれしいですね。 ｜ 
!:lOECD:Organ回目ion for Economic Co-operation and Development I(経
済協力開発機情 ） の略。 O E C D J tt l•Iの大学 郁業中では 、 日 本が91 '1uとー 常 高 〈 、

先JJLl•Iは却%がrJI走。 ｜ 

｜正｜際教益を理念に、

r, :Jミともにトッフ。クラスの大学へ

本学と｜主II努基督教大学、立命館アジア太平洋大学、早稲Lil

大学凶際教長学部の4大学が今年4)Jに、点の国際人1�1説を

114行して辿ti�協定を結びました。これから求められるグロベ パ

ル化は、全世界があっというlllJに燃がる「J立体的な概念」です。

それに比べて国同士を結ぶ凶際化は、水・ド的な概念：と，Tえま

す。111： 界がひとつになればなるほど、逆 にそれぞれの国 やj也成

の文化に基づくアイ デンティティーを持つことが大事にな っ」き

ます。そういった人材を育てることが大学の本米の役初ですL
また、l五｜際貢献と地域首献どちらも大·J�にしていまずから

Wl"l：生も含めた学生の地域H l献はとても踏んです。中山l:IJ

地域での米作りや伝統芸能への参加、小小学校で英治の授

業をアシストするなど、これらはljthi：にも反映されます。地域の

文化を学ぶ環境としては、ここがボぷでなく秋凹だから:l;jlづて

よかったのではないでしょうか。IKH務教必大学は、京五tから飛

行機で50分、秋田空港から111でLO分ほどで米られる制牧か

な場所にあります。夜、は常々、大学がnかれる環境や民制は

とても大・Ji·だと思っています。

将米は、同際教義己を観念に、リベラルアーツの大学として｜止
料でトップクラスの内容にしていきたいと考ーえています。それ：相 1

.-ti:の人材育成にとって必裂だからです。ワ：生には、内向きて却は

なく111： 採に太万打ちできるぷ： .ri·（こffってほしいと願ってし咳｜同
;;: Iii際教養：International Liberal Arts’i"!HI身の憎惣による尚布教育の前埋

念で.I外Iiiおとりわけ英語で自rl1かっUt械的にコミュニケーションできる 2鮒広い
数軒身につけ伽な 拠点から物事を深 〈 従えられる 3グローパル化 に tf叶る

fl分自身の専門分野を見出して担Illを深めることをめざす

.. 1'11.&fik （おr.,,'11�を州l)
外殻のコンクリート巡りの

中に木造を入れる「入札

子情造J。ill物の耐久性

を高めながら、,f:；置のi込か

さと隠光の切るさが，抑制し

た空間jをつくりIllしている。



0101教室／テーブル：CTZ、イス：Jレァシュ、教J:[

プレゼンテーションルーム

DIOI・102教前

求心}Jのある扇状の教室。比較的人散

の多い議決形式の綬業に｛史川される。

デイベート形式の綬業や少人数でのグ

Jレープワークも行われるため、テーブルは

キャスター付のフラッピングテーブルを保

川し、J受l1形態に柔軟に対応してし、る。

教集

グローパル・ピジネス課程の「ケーススタディjなど、自

分の意見を彼極的にプレゼンテーションし、ilt w.でtt

う企業人としてのスキルをlfi＜授業に手IJJ日される。

少人数教育を徹底し、午：＇I：が15人f.）：の授業

が抜本となる。1i�1うJより「デイスカγションJ

が多いうえ、教uごとに仰いブJも民なるので、

「家』｛.を自由に動かして綬�に{tった形態を

作り出せる」ことがポイントに。l人月1デスクも

キャスターf.tを�HI.宅内には秋日l杉が使わ

れ、�の外は�しい緑の＞J.U;tが広がる。

プレゼンテ ー ショ ンルーム／イ スベン、教市 教室／デスク：SCl\1-700、教，；E 設計：仙田清十環l.llデザインコスモス共同企笑体
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多ll的ホール〆務Jb縦覧席「テレスコープスタンドJ: AllP・λ820 1-23PT A 534席、＼1/.111スタッキングチェア（メモ台Hl 1241$ 
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fH•blJ!覧lff.li3つのプロァクで偶成されている（セン

タープロ・ノ：�3081，市‘んこれプロ・ノ！？作1 l 31，官｝ ／，：イiの

プロックlムホールIll入IJUとの.litね�いによりデ・ノキ敬

をl l宝少なし切り欠きをぷけてステ・ノプを岡山町し、アプ

ローチのしヤすきを与！.！：＼している

m；.仰；とJuJlQ"：阪のスタッキングチ5・

7 メモfl（・で、スタyキングが可能

<Wmn』ltlt7脚術総｝。スタノキング

11.Hよメモf1をJRり外して収納する。



尚子大護教際国人＋玄学大守－公
tι

 

叫
ρu

怒

川
仁
川λ

れ
。
t

0
1ut
 

£と
i

A
 

.\kita lnt<.•rnational L n i、（＇I＂.、ii、

学内行事から

国際会議まで利用できる、

機能とデザインを兼ね備えたホール
（株）5;'1坑デザイン研究所会長官Ii川i前

十字J�2、1� lttiと外周リングによる2 fil構造

多l I (IYホールは、通常は体育館として平IJJIJしますが、国際会淡や式典、クラツ

シックコンサートなど幅広いi河川が求められました。我々は、卜字！＼�平｜師を

したアリーナのタトJ.'ilを円形のランニングロードが取り巻く2 '1i:f1'li iilのホールを

悦楽しました。

アリーナからホールへの雫JIUの転換

体Ttftiiとして利用する場合と、ホールとして利Jtlする場合では、アリーナの

if�伺は90J�jl1Jきを変え、移動縦覧席、持台Jけ1・、側1ffi反射似、ウィングパネ

ルを保利：することで、室内の級相｜は－ti_します。体育飢使川IL＼＇ーは、1ili定のド、

ア、21'科ランニングロードlこHliして版行したパオ、ル、舞台後』涯を附けて、止とJ!fll

を入れます。－）j、式典やコンサーlイ削IJll抑止、それぞれ適II：なl"i·環境が逃

うため、｝'!f台λ：JI:、似IJ而i反射似、ウイングパネル、舞台後A慢などのIJH聞や残

枠llf変カーテンを湖一粧して、各場1f1iに合ったさを間をつくります。卜’ι：52王1－：而

の人りf!J部分にあるu担峨が鉛11＼・）J'を、外JMリングが水平ブJを14fll.し、全体

として終消的な構造よ｜唾iを尖現しています。

低いランニングコストで快j血な市内環境

冬の：尽きが厳しい秋IIIでは、低ランニンクeコストによって快適な宅内環境を

尖現することが技々の謀2重でした。大令HUのアリーナは底冷えが懸念され、

安定したil11'c然環境を得るため、成ドq淵を係用しています。ill物は低用部

を外断熱にしており、平l師計11lljではアリーナをij•心とした「人れf構造」と

なっているため、主雫HUであるアリーナのil1IL然環境は＇ti:�じしています。

多l1(1�ホール
舞台！足の�1！を！日lけるとガラス起しに似4(;_ Aくが明める。

通ぷブースが2つあり、二言語対応が可能。

SCENE 06 










